
本山 益子 （もとやま ますこ ： MOTOYAMA Masuko） 
  幼児教育学科 

 
【職   名】 教授 

【最終学歴】 お茶の水女子大学大学院 人文科学研究科舞踊教育学専攻修士課程修了 

【学   位】 文学修士 

【専門分野】 舞踊教育学 

【担当科目】 保育内容 表現、子どもと身体表現、初年次セミナー、保育ゼミⅠ・Ⅱ 

【所属学会】 日本保育学会、日本体育学会、舞踊学会、日本乳幼児教育学会、日本保育者養成教育

学会、共創学会 

【研究課題】・個人：幼児の身体表現に関する研究 

・共同：身体表現あそびの保育に関する研究 

【主な教育研究及び社会的活動】 

   （１）著書：舞踊学の現在、共著、文理閣（2011.3） 

（２）論文： 

  ・身体表現あそびの保育内容の検討Ⅳ、－保育士による「草むらごっこ」の実践から－、筆頭著者、

京都文教短期大学研究紀要、第 53 集、pp.67-77（2015.3） 

  ・身体表現あそびの保育内容の検討Ⅴ、－2 歳児クラスが「草むらごっこ」と出会うとき－、筆頭著

者、京都文教短期大学研究紀要、第 54 集、pp.59-67（2016.3） 

  ・身体表現の園内研修―保育者対象の実技講習より―、筆頭著者、京都文教短期大学研究紀

要、第 56 集、pp.95-102（2018.3） 

（３）調査報告：保育の中の「身体表現」－その現状と展望－、筆頭著者、全国保育士養成協議会、

「保育士養成研究」、第 20 号（調査報告）、pp.3-107（2002.3） 

（４）学会発表： 

 ・保育現場から見た保育表現技術のあり方―園長・副園長へのインタビュー調査より―、共同、

全国保育士養成協議会第53回研究大会、福岡県（2014.9） 

・２歳児が身体表現あそびと出会うとき―「草むらごっこ」の実践から―、共同、日本乳幼児教育

学会第24回大会、広島県（2014.11） 

・身体表現アウトリーチからの気づき、共同、日本保育学会第70回大会、岡山県（2017.5） 

・身体表現の園内研修Ⅴ―保育の中に生じる“一緒に”の関係―共同、日本保育学会第71回大

会、宮城県（2017.5） 

・身体表現遊びを積み重ねることによる変容Ⅰ―人と関わる力の育ち―共同、日本保育学会第

71回大会、宮城県（2017.5） 

（５）教科書の作成： 

・子どもと表現、共著、日本文教出版（2009.3） 

・からだからはじまる保育のアート―創造と表現がつながってあふれる―共著、市村出版（2018.2） 

・保育者のためのコミュニケーション・ワークブック、共著、ナカニシヤ出版（2018.4） 

（６）社会的活動：子どもとかかわる身体、教員免許状更新講習、講師、京都文教大学・京都文教

短期大学（2009.8,2010.8,2011.8,2012.8・11,2013.8・11,2014.7・11,2015.7,2016.8,2017.8） 


